
 

 

 

  

この指標は、世界経済フォーラム（WEF）とその国際ビジネス評議会

（IBC）が発表した「ステークホルダー資本主義を測る指標」に沿って、関

連する開示事項を要約したものです。この指標は、2024 年版統合報告書、

2024 年版 ESG データブックおよび Takeda.com のサステナビリティ情報開

示ページに記載されている当社の持続可能性に関する優先事項、コミットメ

ント、イニシアチブに関する内容を補足するものです。当社は、他の 60 以

上のビジネスリーダーとともに、ステークホルダー資本主義指標を採用・実

施し、「患者さんのために、ともに働く仲間のために、いのちを育む地球の

ために」を補強することを目指しています。ステークホルダー資本主義指標

に関する詳細は、世界経済フォーラムのホワイトペーパーをご覧ください。 

ESG 報告の最適化は、報告プロセスを反復することで実現されます。私たち

は、このレポーティングフレームワークのすべての指標について報告してい

るわけではありませんが、透明性とステークホルダーへのコミットメントを

示すため、データ収集プロセスと重要な ESG情報の報告を継続的に報告す

るよう努めます。 

報告期間は、特に明記されていない限り、2023年度（2023年 4 月 1日～

2024 年 3 月 31 日）を対象としています。 

 

 

 

 

世界経済フォーラムインデックス報告書 ２０２ 4 年 

2023年度実績 

 

https://www.takeda.com/jp/investors/annual-integrated-report/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/sustainability-disclosures/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/sustainability-disclosures/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/sustainability-disclosures/
https://jp.weforum.org/press/2021/01/jp-global-business-leaders-support-esg-convergence-by-committing-to-stakeholder-capitalism-metrics
https://jp.weforum.org/press/2021/01/jp-global-business-leaders-support-esg-convergence-by-committing-to-stakeholder-capitalism-metrics
https://www3.weforum.org/docs/WEF_IBC_Measuring_Stakeholder_Capitalism_Report_2020_Japanese.pdf


 
 

世界経済フォーラムインデックス報告書    2 

 
 

 
 

WEF テーマ タケダの開示 

ガバナンスの目的 

 

ガバナンスの

目的 

 

タケダの伝統に基づく企業理念は、存在意義（パーパス）、私たちが目指す未来（ビジョン）、 価値観（バリュー）に明確に反映されています。企業理念の根幹

には「世界中の人々の健康と、輝かしい未来に貢献する」という存在意義（パーパス）があります。私たちはすべてのステークホルダーのために、次の四半期だ

けではなく 10 年先まで与える影響を見据え、長期的な価値を創造します。革新的で命を救う医薬品を提供することにより、未だに有効な治療法が確立されてい

ない疾患に対する医療ニーズに応えられるよう努めています。そして、この取り組みが持続可能な事業の成長につながると信じています。さらに、私たちの存在

意義はより先を見越し、さらに広い世界観で、環境への配慮も網羅します。私たちの存在意義を果たすためのサステナビリティの取り組みのもと、バイオ医薬品

企業としての強みと能力を社会の重要な課題解決に役立てることにより、価値を創造します。 

 

タケダの存在意義と価値観に基づくアプローチは、私たちのすべての行動と意思決定、さらにデー タとデジタルに裏打ちされ、患者さん、ともに働く仲間、いの

ちを育む地球という命題に対する私たちの約束を実現する支柱となっています。この考え方は、研究開発から製品販売までのバリューチェーン全体を通じて、患

者さんや地域の人々、そして地球にどのような影響を与えるかを考慮しながら、事業に組み込まれています。 

 

企業理念の詳細については、Takeda.com をご覧ください。 

ガバナンス機関の質 

ガバナンス機

関の構成 

エグゼクティブチームおよび取締役会のメンバーの経歴は、トップマネジメントのページに掲載されており、各メンバーの経験、在任期間、その他の重要な役職

およびコミットメントが記載されています。タケダ・エグゼクティブチーム（TET）は国籍（9 カ国）、年齢（40代～60代）、性別（女性 9人、男性 8人）な

ど多様性にあふれた 17 人のメンバーで構成されています。女性比率は 53％以上です。 

 

取締役会および委員会の構成に関する詳細情報（スキルマトリックスを含む）については、コーポレート・ガバナンスのページおよび同ページに掲載されている

コーポレート・ガバナンス・レポートをご参照ください。 

ステークホルダー・エンゲージメント 

 

ステークホル

ダーに影響を

与えるマテリ

アル・イシュ

ー 

どのような非財務上の課題が私たちにとって戦略的に重要か、ステークホルダーにとってもっとも関心があるかをよりよく理解するため、包括的な重要課題の評

価（マテリアリティ・ アセスメント）を 2019 年度に実施しました。この重要課題の評価を全体的な戦略と事業運営と戦略に組み込むことで、主要なグローバル

課題への対応において、資金配分と意思決定ができるようになります。 

 

私たちの重要課題への取り組みと結果の詳細は、「重要課題（マテリアリティ）の特定」のページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

https://www.takeda.com/jp/who-we-are/corporate-philosophy/
https://www.takeda.com/jp/who-we-are/company-information/executive-leadership/
https://www.takeda.com/jp/who-we-are/corporate-governance/board-of-directors/
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/corporate-sustainability/sustainability-approach/purpose-led-sustainability-governance/materiality/
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WEF テーマ タケダの開示 

倫理的行動 

腐敗防止 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESGデータブックをご覧ください。 

タケダは、法令遵守の枠にとどまらず、倫理的な行動をする責務があると考えています。タケダのすべての行動の根底には、タケダイズムという価値観が

あります。このタケダイズムは、「誠実」を中心に、「公平」「正直」「不屈」という精神で構成されています。そしてこの価値観を実践するため、タケ

ダは「1. 患者さんに寄り添い（Patient）、2. 人々と信頼関係を築き（Trust）、3. 社会的評価を向上させ（Reputation）、4. 事業を発展させる（Business）」

という優先順位に沿って日々の意思決定を行っていますこの行動指針は、私たちがどうあるべきか、いかに行動すべきかを示しています。今日、そして未

来にわたって誇りに思えるような決断をするために、私たちはこの行動指針をすべての判断基準にしています。さらに、タケダ・グローバル行動規準を複

数の言語に翻訳し、ビジネスの拠り所となる原則としています。 

 

倫理観の醸成やコンプライアンスを促進するため、チーフエシックス＆コンプライアンスオフィサーおよびリスク・エシックス&コンプライアンス・コミ

ッティー（RECC）を設置し、倫理およびコンプライアンス事案を全社的なアプローチで対応する体制を構築しています。すべてのグループ会社においてタ

ケダ・グローバル行動規準および関連するグローバルポリシーに則ってエシックス＆コンプライアンス・プログラムの実行と強化を推進しています。これ

らのポリシーはビジネス＆サステナビリティ・コミッティー（BSC）により承認されたものです。 

 

当社は販売活動においても患者さんを中心に考える方針に従い、当社医薬品の処方・使用・管理・購入・推奨に対して不当な影響力を行使せず、報酬も提

供しません。また当社医薬品の使用を勧めるために、金銭・贈り物・サービス・接待・その他有価物の提供も行いません。この立場を明確に示すために、

医療関係者および医療機関との交流に関するグローバルポリシー、患者および患者団体との交流に関するグローバルポリシー、公務員および政府機関との

交流に関するグローバルポリシー、贈収賄禁止グローバルポリシーを含むあらゆるグローバルポリシーを遵守しています。これらポリシーに関するトレー

ニングは、タケダに入社後、30 日以内に完了しなければな らず、相互作用ポリシーについては 2 年ごと、行動規準と贈収賄禁止ポリシーについては毎年

研修を受ける必要があります。 

 

グローバル贈収賄禁止ポリシーでは、タケダが自ら行うことを禁止している活動について、第三者を介して行うことも 

禁じています。また、当社にとってリスクをもたらす可能性を特定し対処するため、すべての仲介業者の評価を行っており、贈収賄や腐敗の事例を評価する定期 

監査を実施し、準拠するポリシーや手続きの管理文書と照らしあわせ、高リスクの取引をサンプリングし、評価する監視プログラムを運用しています。監視対象 

がグローバル贈収賄禁止ポリシーを遵守しなかった場合、その根本的な原因を分析し、継続的に改善を図るための是正措置を講じています。 

 

 

 

 

 

https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1677658106/Global/Ethics/Takeda_Anti-Corruption_Global_Policy_JP.pdf
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WEF テーマ タケダの開示 

論理的行動（続き） 

倫理的助言と

通報制度の保

護 

 

タケダは、従業員が潜在的な不正行為について質問や懸念を報告するための安全基盤を整え提供すると同時に、報復措置の禁止などの保護体制も整えています。

質問や懸念は、人事、法務、エシックス＆コンプライアンス・オフィサーを通じて社内で、または直接シニア管理職へ報告することもできます。すべての質問や

懸念は、迅速に、機密に、そして敬意を持って対処されます。「タケダ・エシックスライン」は、タケダの価値観（バリュー）が守られていないと感じた場合

に、 従業員や一般の人々が質問や懸念を報告することができるものです。オンラインと電話で 24 時間、20の言語で受け付けています。また、必要に応じて、匿

名での相談もできるようになっています。 

 

当社の価値観およびグローバル行動規準に沿っていない行動または慣行に対しては、迅速にそして適切な措置が取られます。同様の問題が二度と起こらないよ

う、正しくない行いの根本原因を分析・理解することに努めています。 

私たちは、意識向上の取組みを通じて、「声を上げる（Speak-up）」文化を推進し続けます。 

非倫理的行為

による金銭的

損失（拡大指

標） 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESGデータブックをご覧ください。 

リスクと機会の監督 

リスクと機会

のビジネスプ

ロセスへの統

合 

リスク管理は、タケダで働く人財、資産、社会的評価・評判（レピュテーション）を守り、当社の成長と成功に向けた長期的な戦略を支える柱となります。 

全体的なリスク管理プロセスは、取締役会の監督のもとチーフ・エシックス＆コンプライアンス・オフィサーが統括しています。また、主要な全社的リスクおよ

びそれらのリスクの発生防止・低減措置の実効性は、リスク・エシックス＆コンプライアンス・コミッティー（RECC）および取締役会によって毎年承認されて

います。 

 

リスクマネジメントは全社的な事業体制に組み込まれており、サステナビリティに関連するリスクを含めたリスクを特定、評価し、またそのリスク低減施策を実

施しています。この プロセスは、リスクの全体像を把握し、リスクに基づいた意思決定を行う企業風土を醸成するようデザインされています。関連する各部門

は、担当領域ごとに主要なリスクとその対応への責任を担っています。 

 

当社は、環境・社会・ガバナンスに関連するリスクなど、当社の事業活動において直面しうる重要なリスクと考えられるものを毎年開示しています。これらは、

当社の有価証券報告書および Form 20-Fの「リスク要因」にて開示しています。 

 
 

 

 

 

 

https://secure.ethicspoint.com/domain/media/ja/gui/28267/index.html
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
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WEF テーマ タケダの開示 

リスクと機会の監督（続き） 

資本配分のフ

レームワーク

における経済

面、環境面、

社会面でのト

ピック（拡大

指標） 

企業理念には、私たちの存在意義（パーパス）、目指す未来（ビジョン）、そしてそのビジョンをどのように果たすか（バリュー：価値観）が明示されていま

す。そして、「すべての患者さんのために、ともに働く仲間のために、いのちを育む地球のために」という「私たちの約束」は、存在意義を果たすために注力す

べき分野を示しています。 

 

当社は、革新的な医薬品を創出し続けるという「私たちが目指す未来」（ビジョン）に基づき、堅実な投資適格格付を維持することを重視しながら、患者さんに

持続的な価値を、株主には魅力的なリターンを提供できるよう資本を配分してまいります。 

 

  

 



 
 

世界経済フォーラムインデックス報告書    6 

 
 

 
 

WEF テーマ タケダの開示 

気候変動 

 

温室効果ガス

（GHG）排出

量 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

 

TCFD の実施

とパリ協定に則

った温室効果ガ

ス排出量目標

（拡大指標） 

 

2020 年、タケダはスコープ 1および 2 のGHG排出量を基準年である 2016 年度と比べて 40％削減すること、そして排出量の 67％に相当する取引先に 2024

年までに科学的根拠に基づく排出量削減目標を設定してもらうことを目標に掲げました。これらはどちらも、科学的根拠に基づく目標イニシアチブ（SBTi）

より承認されています。さらに 2022 年には、2035 年までに当社の事業活動に関連する GHG 排出量（スコープ 1 および 2）を、2040 年までにバリューチェ

ーン全体（推計値 であるスコープ 3 のGHG排出量を含む）でネットゼロにするという目標を発表しています。これらの目標については、ネットゼロの短期

的目標も含めて SBTi に審査を依頼し、承認を得ています。私たちは 2022 年度までカーボンニュートラルを維持してきましたが、2024 年度からはカーボン

ニュートラルを目指すのではなく、当社のネットゼロへのロードマップに寄与する施策にリソースを集中させるとともに、バリューチェーンの枠を超えて自

然ベースの CO2 除去プロジェクトへの投資を継続しています。 

 

タケダは金融安定理事会の気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）を支持する企業として、2022 年に自社の気候変動対策に関する初めての評価結果

を発表しました。そこでは、自社のガバナンス、戦略、リスク管理、指標および目標を、TCFDの枠組みに沿って評価しました。 

 

気候変動に関して、タケダには、事業に影響を及ぼしかねないリスク（財務的リスクや規制関連リスク）があると同時に、新たな事業の機会が生まれる可能

性もあります。現在のところ、気候変動に関連する重大な影響は起こっていませんが、タケダを取り巻く物理的環境が変わってきていること、そして低炭素

経済への移行に伴って政策やエネルギー市場、技術に変化が生じていることは、今後の当社の事業への重大な影響要因になりうるものです。  

タケダでは、気候変動に関連する潜在的な事業リスクと機会に関する理解を深めるため、2020 年度に気候リスクと機会の分析を実施しました。 

ここでは、3つの気候シナリオ（地球温暖化のレベルに基づいて、1.5℃、2.5℃、4℃）と 2つの時間軸（2030 年と 2050 年）でモデル化を行いました。分析

対象地域は、当社の所有・賃貸資産の 90％以上を占める主要事業地域で、資産価値ベースで分析しました。  

 

この第一段階の気候シナリオ分析により、気候変動に関する潜在的なリスクと機会を特定し、その可能性と影響度に関する重要な洞察を得ることができまし

た。この情報は、タケダの戦略的事業計画および財務計画にさらに活用されることになります。将来的には、このデータの質とモデルの正確性を高め、リス

クと機会の分析対象を拡大することにより、当社の重要なサプライチェーンへの潜在的影響も評価していく予定です。 

自然の喪失 

 

土地利用と生態

系への配慮 

 

 この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
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WEF テーマ タケダの開示 

淡水の利用可能性 

 

水ストレス地域

における水消費

量および取水量 

 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。タケダは、責任ある水資源管理に対する状況に応じた

アプローチを取っています。集水域ごとに 固有のストレス要因を理解した上で、多量の水を使用する業務を行う各地域で、水関連のリスクに 対処するよう努

力しています。この理解を促進するため、以下の作業をプロセスに組み込んで います。  

- 世界的に認められている 2 つの水リスク分析ツール（WRI Aqueduct（Current Risk and 2030 RCP 8.5）および WWF Water Risk Filter（Basin Risk））に

基づく予測を相互参照することに より、水ストレスが大きい事業施設を特定します。  

- 水ストレスモデルによるデータを事業場ごとの調査で補完し、モデルの有効性を検証するととも に、潜在的に不整合なデータを特定します。  

ストレスが「高い」または「非常に高い」と判定された事業場については、水資源をめぐる固有の問題を調査します。この評価には、水の利用可

能性、品質、アクセシビリティに関するトレンドの 分析、政治／規制に関連する側面、インフラストラクチャ、およびレピュテーション関連の要

素が 含まれます。その上で、事業場の水への依存度を考慮し、関連する水リスクを判別します。 水保全対策の強化に関する期待事項や、地域社

会の主要なパートナーとの連携も含めて、集水域ごとに固有の問題に対処するためのリスク緩和計画を策定します。 

資源の利用可能性 

 

資源の循環性

（拡大指標） 

 

Pharmaceutical Product Stewardship Working Group (PPSWG)を含める、関連業界団体と協力し、医薬品の回収プログラムに支援・参加をしています。ま

た、患者さんやエンドユーザーの方々に、不要になった、あるいは期限切れの医薬品や鋭利物を安全に返却・ 廃棄するための教育を支援しています。必要に

応じて、改善計画や改善ロードマップを含め、未使用の医薬品や鋭利物の回収活動に関する基本的な理解を深めます。医薬品の回収プログラムに参加するこ

とで、環境に放出されるかもしれない医薬品の量も、人々が不要な薬剤に触れてしまう可能性も、減らすことができます。 

 

タケダ社外の医薬品回収プログラムへの支援は、現在、米国、ブラジル、カナダで行われています。PPSWG では、タケダからの参加と協力を通じ

て、不要な薬剤や鋭利物を含む医薬品の回収を実現しました。他の地域の同様のプログラムを支援することについても、現在検討を続けています。 

 

尊厳と平等 

多様性とインク

ルージョン(%) 

 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

賃金の平（％） 非公開 

賃金水準（％） 
非公開 

 

https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
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WEF テーマ タケダの開示 

尊厳と平等（続き） 

児童労働、強制

労働のリスク 

人権を守るための取り組み 

タケダの存在意義は、世界中の人々の健康と、輝かしい未来に貢献することです。人権を尊重し、守ることは、タケダの企業理念の重要な部分です。この企

業理念は、タケダ・エグゼクティブチームによって推進されるとともに、タケダ・グローバル行動規準によって後押しされています 。私たちはこのコミッ

トメントを果たすべく、プロセスを進化させ、強化し続けています。 

 

事業活動とサプライチェーンにおける人権リスクへの対応 

タケダでは、自社の事業活動においても、社外とのビジネス関係においても、そのすべてで人権に関するリスクと影響を管理していくため、常に人権に関す

るリスク管理力とデューデリジェンスシステムの向上に努めています。私たちは、2021 年度にグローバルで人権に関連する影響度を評価しました。このプロ

セスは定期的に見直し・更新を行っており、その結果（タケダの戦略的使命に沿った）人権に関連する最も重要な影響を 11件特定しています。さらに、タケ

ダは、世界各地でさまざまな外部パートナーと協働しており、タケダのサプライチェーンにおける人権リスクの特定と管理のアプローチは、第三者リスク管

理プログラムを通じて行われています。国ごとのリスクと調達カテゴリーのリスクを考慮することにより、タケダのサプライチェーンにおいて人権リスクが

より高くなる可能性がある分野を特定しています。 

 

製薬業界サプライチェーンイニシアティブ（PSCI）など、社外の組織と連携したさまざまな活動も実施しています。私たちは責任あるサプライチェーンマネ

ジメントのための PSCI原則を支持しており、人権・労働者小委員会などPSCIの小委員会に積極的に参加しています。また、製薬業界全体のサステナビリテ

ィ基準を向上させるため、EcoVadis（エコバディス）と共同でレスポンシブル・ヘルス・イニシアティブの支援も継続しています。 

 

是正や懸念報告のためのメカニズム 

タケダでは、従業員やサードパーティがタケダの人権プログラムについて質問したり、人権侵害を含め不当行為の可能性について懸念を報告したりすること

のできる安全な場所をつくり、それを維持していくことに前向きに取り組んでおり、そのための手段も複数提供しています。タケダ・エシックスラインもそ

うした手段の一つです。人権に関する問題に発展し得る、またはその一因になり得る行為や慣行には、適時、適切に対処しています。加えて、その根本的原

因を分析・評価し、同様の問題の発生を予防すること、そして迅速な是正のための環境を整えることにも努めています。 

 

その他のタケダの人権プログラムに関する情報については、Takeda.comをご覧ください。 

差別・ハラスメ

ントのインシデ

ント数と金銭的

損失総額（拡大

指標） 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

健康とウェルビーイング 

https://assets-dam.takeda.com/raw/upload/v1675193384/legacy-dotcom/siteassets/system/who-we-are/corporate-governance/compliance/coc_digital-booklet_external_ja.pdf
https://pscinitiative.org/home
https://pscinitiative.org/principles
https://pscinitiative.org/principles
https://responsiblehealthinitiative.com/
https://secure.ethicspoint.com/domain/media/ja/gui/28267/index.html
https://www.takeda.com/jp/about/corporate-responsibility/ethics-disclosures/ethics/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
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WEF テーマ タケダの開示 

健康と安全

（％） 

この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。従業員の健康に関する取り組みについては、

Takeda.com をご覧ください。 

将来のためのスキル 

トレーニング

(#, $) 
非公開 

雇用と富の創出 

雇用者数と比率 この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

経済的貢献 

経済的貢献と金融投資に関する詳細な情報は、決算短信でご覧いただけます。 

金融投資への貢

献 

より良い製品とサービスのイノベーション 

研究開発費総額 

($) 
年間の研究開発費は、決算短信に記載されています。 

活力指数（拡大

指標） 
この指標の開示および計算方法の詳細については、2024 年版 ESG データブックをご覧ください。 

コミュニティと社会の活力 

納税総額 
タケダが支払った法人税の総額は、「タケダの税金負担総額」に記載されています。税金の透明性に関する当社の考え方の詳細は、「税務コンプライアン

スに対するタケダの見解」をご覧ください。 

https://www.takeda.com/jp/corporate-responsibility/sustainable-value-report/people/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://www.takeda.com/jp/investors/financial-results/quarterly-results/
https://www.takeda.com/jp/investors/financial-results/quarterly-results/
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/Global/Corporate-Responsibility/Corporate-Sustainability/Sustainability-Disclosures/2024/ESG_Metrics_jp.pdf
https://eur01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fassets-dam.takeda.com%2Fimage%2Fupload%2FGlobal%2FCorporate-Responsibility%2FCorporate-Sustainability%2FSustainability-Disclosures%2Ftttc-en.pdf&data=05%7C02%7CHiroaki.Kidoguchi%40jp.ey.com%7C128595be80d04e05e5a808dc966253dd%7C5b973f9977df4bebb27daa0c70b8482c%7C0%7C0%7C638550596843557337%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJWIjoiMC4wLjAwMDAiLCJQIjoiV2luMzIiLCJBTiI6Ik1haWwiLCJXVCI6Mn0%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=RVOmbCYqMrrfufUTSyhfPIH1USaVqP6dlIUsiqPLyOM%3D&reserved=0
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1711692739/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/position_taxation_update_jp.pdf
https://assets-dam.takeda.com/image/upload/v1711692739/legacy-dotcom/siteassets/jp/home/who-we-are/company-information/positions/position_taxation_update_jp.pdf
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留意事項 

本注意事項において、「本報告書」とは、本報告書に関して武田薬品工業株式会社（以下、「武田薬品」）に

よって説明又は配布された本書類並びに一切の口頭の報告書、質疑応答及び書面又は口頭の資料を意味しま

す。本報告書（それに関する口頭の説明及び質疑応答を含みます）は、いかなる法域においても、いかなる有

価証券の購入、取得、申込み、交換、売却その他の処分の提案、案内若しくは勧誘又はいかなる投票若しくは

承認の勧誘のいずれの一部を構成、表明又は形成するものではなく、またこれを行うことを意図しておりませ

ん。本報告書により株式又は有価証券の募集を公に行うものではありません。米国 1933 年証券法の登録又は登

録免除の要 件に基づいて行うものを除き、米国において有価証券の募集は行われません。本報告書は、（投

資、取得、処分その他の取引の検討のためではなく）情報提供のみを目的として受領者により使用されるとい

う条件の下で（受領者に対して提供される追加情報と共に）提供されております。当該制限を遵守しなかった

場合には、適用のある証券法違反となる可能性があります。武田薬品が直接的に、又は間接的に投資している

会社は別々の会社になります。本報告書において、「武田薬品」という用語は、武田薬品及びその子会社全般

を参照するものとして便宜上使われていることがあり得ます。同様に、「当社 （we、us 及び our）」という用

語は、子会社全般又はそこで勤務する者を参照していることもあり得ます。これらの用語は、特定の会社を明

らかにすることが有益な目的を与えない場合に用いられることもあり得ます。本報告書に記載されている製品

名は、武田薬品又は各所有者の商標又は登録商標です。 

 

将来に関する見通し情報 

本報告書及び本報告書に関して配布された資料には、武田薬品の見積もり、予測、目標及び計画を含む武田薬

品の将来の事業、将来のポジション及び業績に関する将来見通し情報、理念又は見解が含まれています。将来

見通 し情報は、「目標にする（targets）」、「計画する（plans）」、「信じる（believes）」、「望む

（hopes）」、「継続する（continues）」、「 期 待 する（e x p e c t s）」、「めざ す（aims）」、「意図す

る（intends）」、「確実にする（ensures）」、「だろう（will）」、「かもしれない（may）」、「すべきで

あろう（should）」、「であろう（would）」、「かもしれない（could）」、「予想される

（anticipates）」、「見込 む（ e s t i m a t e s ）」、「 予 想 す る（projects）」、「予測する

（forecasts）」、「見通し（outlook）」などの用語若しくは同様の表現又はそれらの否定表現を含むことが

多いですが、それに限られるものではありません。これら将来見通し情報は、多くの重要な要因に関する前提

に基づいており、実際の結果は、将来見通し情報において明示又は暗示された将来の結果とは大きく異なる可

能性があります。その重要な要因には、日本及び米国の一般的な経済条件を含む武田薬品のグローバルな事業

を取り巻く経済状況、競合製品の出現と開発、関連法規の変更、臨床的成功及び規制当局による判断とその時

期の不確実性を含む新製品開発に内在する困難、新製品及び既存製品の商業的成功の不確実性、製造における

困難又は遅延、金利及び為替の変動、市場で販売された製品又は候補製品の安全性又は有効性に関するクレー

ム又は懸念、新規コロナウイルス・パンデミックのような健康危機、温室効果ガス排出量の削減又はその他環

境目標の達成を可能にする武田薬品の環境・サステナビリティに対する取り組みの成功、人工知能（AI）を

含むデジタル技術の統合をはじめとする、業務効率化、生産性向上又はコスト削減に向けた武田薬品の取り組

み、その他の事業再編に向けた取り組みが、期待されるベネフィットに寄与する程度、武田薬品のウェブサイ

ト（https://www.takeda.com/jp/investors/sec-filings-and-security-reports/）又は www.sec.gov において閲覧

可能な米国証券取引委員会に提出した Form 20-F による最新の年次報告書並びに武田薬品の他の報告書にお

いて特定されたその他の要因が含まれます。武田薬品は、法律や証券取引所の規則により要請される場合を除

き、本報告書に含まれる、又は武田薬品が提示するいかなる将来見通し情報を更新する義務を負うものではあ

りません。過去の実績は将来の経営結果の指針とはならず、また、本報告書における武田薬品の経営結果及び

情報は武田薬品の将来の経営結果を示すものではなく、また、その予測、予想、保証又は見積もりではありま

せん。 

 

 

  財務情報及び国際会計基準に準拠しない財務指標 

武田薬品の財務諸表は、国際会計基準（以下、「IFRS」）に基づいて作成されております。本報告書及び本

報告書に関して配布された資料には、Core 売上収益、Core 営業利益、Core 当期利益、Core EPS、CER

（Constant Exchange Rate：恒常為替レート）ベースの増減、純有利子負債、EBITDA、調整後 EBITDA、 

フリー・キャッシュ・フローのように、IFRS に準拠しない財務指標が含まれてます。当社経営陣は業績評価

並びに経及び投資判断を、IFRS 及び本報告書に含まれる IFRS に準拠しない財務指標に基づいて行っていま

す。IFRS に準拠しない財務指標においては、最も良く対応する IFRS 財務指標では含まれることとなる、又

は異なる数値となる一定の利益、コスト及びキャッシュ・フロー項目を除外して おります。IFRS に準拠しな

い財務指標は、IFRS に準拠するものではなく、付加的なものであり、また、IFRS に準拠する財務指標に代替

するものではありません（IFRS に準拠する財務指標を「財務ベース」指標として参照している場合がありま

す）。投資家の皆様におかれましては、IFRS に準拠しない財務指標につき、その定義と、これらに最も良く

対応する IFRS 準拠財務指標をご参照くださいますようお願い申しあげます。なお、2024 年 6 月 30 日に終了

する四半期より、武田薬品は(i) 超インフレ国にある子会社の業績に対する CER 調整方法を変更し、IAS 第

29 号「ハイパーインフレ経済における財務報告」と整合した業績で報告するとともに、(ii) 現在のフリー・

キャッシュ・フローを「調整後フリー・キャッシュ・フロー」へ名称変更いたします（併せて営業活動によ

るキャッシュ・フローから有形固定資産の取得に係るキャッシュ・フローを控除したものを「フリー・キャ

ッシ ュ ・ フ ロ ー 」 と し て 報 告 い た し ます）。投資家にとってのコア財務指標の有用性には、一例とし

て、以下の限界があります。すなわち、(i) 製薬業界における他社を含む、他社において用いられている類似

の名称を付した財務指標とは必ずしも同一ではありません、(ii) 無形資産の売却や償却などの非資金費用の影

響を含む、武田薬品の業績、価値又は将来見通しの評価において重要とみなされる可能性のある財務情報や

事象が除外されております、(iii) 将来にわたって継続的に発生する可能性のある項目又は項目の種類が除外さ

れております（ただし、武田薬品の方針として、事業運営に必要な経常的に発生する営業費用の支出につい

ては調整しておりません）、(iv) 投資家が武田薬品の業績を理解する上で重要とみなす可能性のあるすべての

項目が含まれていない、又は、重要とみなさないであろうすべての項目が除外されていない場合がありま

す。 

 

為替 

 

本報告書では、特に断りのない限り、利用者の便宜のために、日本円で表示された一部の金額をニューヨー

ク連邦準備銀行が 2024 年 3 月 29 日に認定した正午時点の買値レートである 1 米ドル＝151.22 円で米ドルに

換算しています。これらの便宜的な換算に使用された買値レート及び換算方法は、当社の連結財務諸表に使

用される IFRS の換算レート及び換算方法とは異なります。これらの便宜的な換算は、関連する日本円の金額

が当該買値レート又は他のレートで米ドルに換算されうることを示すものではありません。 

医療情報 

本報告書には、製品に関する情報が含まれておりますが、それらの製品は、すべての国で発売されているも

のではなく、また国によって異なる商標、効能、用量等で販売されている場合もあります。ここに記載され

ている情報は、開発品を含むいかなる医療用医薬品を勧誘、宣伝又は広告するものではありません。 
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